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１．はじめに
　航空運賃の低価格や渡航ビザ発給の緩和により、世界中で、観光やビジネスを中心に、多くの日
本人が海外へ行き、また多くの外国人が日本を訪れる、まさにグローバル（地球規模）での人の動
きが活発になってきている。また、実際の人の動きに加えて、インターネットの普及で世界がます
ます小さく、身近なものになってきた。このような社会情勢の中で、日本人は外国人と共に共棲す
る準備をしなくてはならない。特に、教育を通しての国際化教育は非常に重要である。
　文部科学省の審議報告「第２　グローバル化の進展の中での大学教育の在り方」の中で、次のよ
うに述べている。「～　特に、多様な文化や背景を持つ者がともに学ぶことは、新たな知的発見を通じ、
知識技能のみならず、人格的にも大きな成長が期待できる。ややもすれば内に閉じていると指摘さ
れることがある我が国においてこそ、大学教育のグローバル化に積極的に取り組み、大学教育の構
造転換を果たすことが求められる。」
　我々は、「国際教養大学」や「立命館アジア太平洋大学」のような先進的な取組みを行なっている
４年生大学も参考にしながら、地方にある短大レベルでの国際化教育、グローバル化教育とは、ど
のようなものかを模索し、短大の教育改革に取組んでいきたい。
　ここでは、現在国際コミュニケーション学科が取組んでいる、国際化教育について整理し、問題
点を洗い出し、今後の教育改善に繋げていきたい。
２．多様な留学生と共に学ぶ授業を通して相互に学ぶ
　現在、国際コミュニケーション学科では、グローバル化教育を視野に入れた科目を多く配置して
いる。英語、中国語、韓国語などの言語そのものの学習に加えて、背景にある文化も同時に学ぶ。
また、自国の文化、異文化そのものを学ぶ科目も配置している。以下が、関連科目である。
（言語系を除いた、文化に直接関係する科目群）
「茶道文化Ⅰ～Ⅳ」（１年前期後期、２年前期後期）　＊自国の文化を学ぶ
「日本文化研究Ⅰ～Ⅱ（折紙、書道、華道、囲碁、琴、着付）」（１年後期、２年後期）　＊自国の文
化を学ぶ
「言語学概論」（２年後期）　＊他国の文化との比較を通して学ぶ
「比較文化論」（１年後期）　＊他国の文化との比較を通して学ぶ
「アジア文化」（１年前期）　＊他国の文化との比較を通して学ぶ
「アジア事情」（１年後期）　＊他国の文化との比較を通して学ぶ
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「多文化コミュニケーション」（１年前期）　＊他国の文化との比較を通して学ぶ
「異文化間コミュニケーションⅠ～Ⅱ」（２年前期、２年後期）　＊他国の文化との比較を通して学ぶ
「外国文化事情Ⅰ～Ⅴ」（１年前期後期、２年前期後期）　＊異文化理解講座、海外研修を通して学ぶ
　基本的に十分な日本語力を備えている学生は、日本人学生と同じ科目を受講するが、「比較文化論」
「多文化コミュニケーション」「異文化間コミュニケーションⅠ～Ⅱ」の授業に於いては、留学生の
日本語レベルにかかわらず、日本人と留学生全員の履修としており、様々な異文化比較、及び異文
化理解のためのプロジェクトをグループ別に実施している。そこでは、日本人と国籍の異なる留学
生をグループ化し、共同作業を行なわせる。グループのメンバーはプロジェクト毎に変更し、でき
るだけ、異なる文化グループとの接触を持たせるようにしている。
（プロジェクト内容）
１）自己紹介、世界地図上での出身地域の確認。ビデオプレゼンテーション発表
グループ内で自分の言語でない言語でも自己紹介を行なう。日本人は、例えば韓国人留学生が
メンバーにいれば、韓国語で実施する。韓国人学生は、できるだけ自然な日本語になるように
日本人学生が指導する。初期のグループ化では、日本人の第２外国語履修科目（中国語、韓国語）
に合わせてメンバーを決めを行い、第２外国語の学習効果も期待している。また、共同してビ
デオプレゼンを企画作成することで、国により発想／アイディアの違い、積極性なども学ぶ。
２）５月のフレッシュマンズキャンプ（平戸宿泊研修）での各国プレゼン。プレゼンテーション発
表
１）で作成したプレゼンテーションの発表の機会としている。また、日本的な宿泊施設に滞在
することにより留学生は、日本の旅館システムを経験し、懐石料理、日本の踊りを見学するこ
により、日本文化を理解する。日本人も留学生との宿泊を通して、日常生活での様々な国によ
る違いや、日本文化の再認識を行なう。
３）留学生の出身国の調査と日本との比較。プレゼンテーション発表
異文化交流会で他の学生や、地域住民へ、「自国の紹介＆観光案内」を行なうことを目標に、日
本人と留学生がグループ別に調査・まとめ・プレゼンを行なう。このプロジェクトでも、プレ
ゼン作成のために日本人と留学生が活発なコミュニケーションを行ない、それぞれのアイディ
アを出し、留学生の国や文化を知る。
４）出身国のもっとも伝統的な物語りの４コマプレゼン作成（日本語ナレーション付き）。プレゼン
テーション発表
留学生の出身国で語り継がれてきた伝統的な物語りをピックアップして、共同で日本語訳、絵
の作成、プレゼンを実施する。新たなメンバー構成でのコミュニケーションの推進と共に、こ
のプロジェクトを通して、それぞれの国での違いや共通点を見つけ出し、議論する。
５）留学生の言語グループに分かれて、「学園祭でのプレゼン」を目標に、「ことば・文化紹介のミ
ニ授業」を企画し実施する。チームメンバーは、何を教え、どのようなプレゼン内容がインパ
クトや分かり易いかを考え、リハーサルを行い、完成させる。プレゼン当日の広告、お客さん
の呼び込み、接待なども協力しておこなう。
以下は、いくつかの異文化理解プロジェクトに関する「学生の感想・コメント」である。
（学園祭時の「インターナショナルカフェ」、「言語／文化紹介ミニ講座」）
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A. 話合いもスムーズに出来、メニューの下書き、アイディアを集め、仕上げもみんなで
できたと思う。雰囲気もあって、部屋自体の演出もよかった。ゲームも、お金を返金する
というのは、びっくりの内容だった。短大以外のお客さんにも、英語対応がよいかもしれ
ないと思った。
B. 教室の飾りがとてもハロウィーンらしく、カフェ自体の雰囲気も盛り上がったと思う
し、実際のお客さんもたくさん来てくれたので、とてもにぎやかなアフェに仕上がったと
思う。最初の方は、お客さんが多く、大変だったがスタッフみんなんで協力できたし、お
客さんも笑顔で帰ってくれたので良かった。
C. International café は、盛り上がるかとても心配していて、お客さんもどうだろうと思っ
ていましたがお客さんもきてくれて、留学生も日本語でしっかりできていたので良かった。
D. 私たちのグループは、積極的に意見を出し合い、早めに行動に移す事が出来た。言葉
の違いからとまどうことはあったが、上手に説明しながらすすめたことがよかったと思う。
言葉も覚えられし、人の接し方も勉強できるので良いと思う。行動と共に覚えることです
ぐ頭に入ってくるのでよい。韓国や中国、様々な国があってその国を知らない人も興味が
でたと思う。
E. When there was a language barrier we used our phones as translators.  We worked
well.  We were all open to accept others ideas.  It was nice to have three different
cultures in a group （Korean, Japanese, and American）.
（言語の壁があるときは、スマホを翻訳機として使った。協力してうまくやれた。他の人
たちのアイディアに対して常にオープンに受入れた。グループ内に３つの異なる文化が
あったのはよかった（韓国人、日本人、アメリカ人）。）
F. 韓国のプレゼンテーションは、人が多く来てくれてよかった。お客さんにクイズを回
答させるのが恥ずかしかった。お菓子の値段が安くて喜ばれた。クイズ以外のでは、お客
さんの反応が良く嬉しかった。
（良い点）
・国別に準備したのが良かった。
・他の国の文化を体験できた。
・みんな踊った。
・絵が見やすかった。
・お客さんが沢山きた。
・皆で協力してできた。
・文化の違いについて分かりやすい説明ができた。
・声が大きかった。
・お客さんの近くに行って一緒に発音した。
・紙に書いていたのが字が大きくて、見やすかった。
・お客さんに積極的だった。
・お客さんが少なかった回は、個別レッスンができた。
・みんな各自の仕事をしっかり全うすることができた。
・会場が一体となって授業を楽しいでいた。
・一生懸命取組んだので後悔はありません。
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・日頃会う事がない、色々な年齢の日本人と会えたことが良かった。
・韓国について教えてあげて、嬉しかった。
（反省点）
・日本語の材料が足りなかった。
・スピーカーを使えば良かった。
・恥ずかしくて笑ってしまった。
・順番通りにいかずに本番でスムーズに出来なかった。
・練習期間が短かった。
・全員が参加できなかった。
・始める時間が遅くなった。
・緊張し、戸惑ってしまって、計画通り進まなかった。
・発音を教えるのが難しかった。
３．様々な課外プログラムやプロジェクトを通して留学生と学ぶ
　授業で学んだ語学や外国文化の知識を実際に留学生とふれあうことにより、より実感できるよう
になる。メールやネット上のやり取りだけではなく、直接本人達がコミュニケーションをとる事に
より、相違点や類似点を体験的に探し出したり、感じたりできるようになる。このように、授業以
外でも多国籍の学生が共同で活動することで本当に意味でのグローバルマインドを持つ学生を育て
ることができるものと考える。
フレッシュマンズキャンプ（平戸宿泊研修）（５月）：　４月から授業が始まり、ある程度の友
達関係ができるゴールデンウィーク明けに、１泊２日の宿泊研修を行ない、「多文化コミュニケー
ション」の授業で準備した各国のプレゼンテーションやゲームなどのアクティビティを通して、
日本人を含む多国籍の学生達の親交を深める。宿泊することにより、より深く親友関係を築く
ことができ、その後の学習意欲・モティベーションの維持にもつながる。
異文化交流会（６月）：　同様に、「多文化コミュニケーション」の授業で準備した各国のプレ
ゼンテーションやゲームなどのアクティビティを通して、日本人を含む多国籍の学生達の親交
を深める。
ベースビジット（JLCP の学生と）（７月）：　日本人学生を対象として、米軍基地内にある施
設を訪問し、英語を使ってのアクティビティに参加する。具体的には、映画観賞、ボーリング、
食事などで、ベース内でのコミュニケーションは、基本的に英語のみで行い、アメリカの文化
を感じることができるようにしている。
学園祭でのアジアンカフェ＆留学生言語・文化紹介（10 月）：　「比較文化論」の授業で、留学
生の母語のミニ講座とミニ文化紹介を、日本人学生もメンバーとして加わりながら準備させる。
学園祭では、日本人と留学生が協力し合って、最高の授業となるように努力する。
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アメリカンスクールとの茶道交流会
授業で学んだ「茶道」をアメリカンスクールの学生や、一般のアメリカ人に「英語」で紹介す
ることにより、英語でのコミュニケーション能力を確認し、高める。アメリカ人が茶道に対し
てのリアクションや質問により、日本の茶道に関して再認識をおこなう。
年末クリスマス交流会
年末の授業の終了日に、日本人、留学生学科全員で交流会を実施する。企画・運営メンバーも
日本人と留学生の混合メンバーとし、異文化コミュニケーションを高める機会としている。
前期末／後期末交流会
前期終了時、後期終了時に学科全員が集まり、交流会を実施している。日本人及び留学生の親睦・
コミュニケーションを深めると同時に、前期の反省、後期への目標の確認を行なっている。
４．国内／海外有給インターンシップで学ぶ
　国内では、平成９年より、ハウステンボス内外のホテルや施設でインターンシップを夏期休暇中、
春期休暇中に実施している。ハウステンボスへは、台湾、韓国、中国などのアジア諸国からのお客
さんが多く、実習中に英語、中国語、韓国語を使う機会があり、学生は外国人客対応においても異
文化を学んでいる。
　また、平成 23 年度よりニュージーランドでの海外ホテルインターンシップを開始した。最初の３ヶ
月間で、英語、バリスタ、ニュージーランド文化等を学び、その後数ヶ月ホテル等で有給インター
ンシップに参加する。ホームステイ、語学学校で基本的なものを学び、実際にニュージーランド人
と働くことにより、コミュニケーション能力を高め、異文化への対応能力を高める。
　平成 26 年より、スイスのホテルスクールへのインターンシップ留学を開始した。この留学では、
前半６ヶ月間でホテルに関する専門知識やスキルを全寮制で学び、後半６ヶ月間をスイスのホテル
で有給インターンシップを経験するものである。スクールには、ヨーロッパはもちろん広くアジア
からも学生が集い、国際性豊かな環境で学習し、インターンシップを行なうものである。
５．留学により学ぶ
　インターンシップ留学除く、その他留学としては、１週間から 10 日間程度のカナダ、ソウル、中
国、（釜山）への短期海外研修を実施している。また、中期３ヶ月留学として、カナダを中心に、韓国、
オーストラリア、イギリスでも実施している。（牟田美信　2003, 2004, 2005, 2006）
　１年間の留学としては、イギリス、中国、台湾、韓国などの国々へ留学を行なっている。
６．今後の課題と展開について
　前述したように、国際コミュニケーション学科では、留学生と共に学ぶ通常のカリキュラム、授
業外交流活動、国内外インターンシップ、様々な留学を通して、グローバル人材の養成を試みてい
いる。これら２年間の学科プログラムを通して、コミュニケーション能力を高め、異文化を理解し、
今後ますますグローバル化が進む地方でも活躍できるグローバル人材養成に取組んでいきたい。
　世界の政治経済情勢がめまぐるしく変化する中で、留学生の出身国や日本人の留学先も変化して
いく。これらの状況に対応し、現在のプログラムを精査し、時代に即したグローバル人材養成プロ
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グラムを考えていきたい。
　具体的な目標としては、以下のように考える。
① 国際コミュニケーション学科で、「留学生」と日本人が共に学ぶことにより、「コミュニケーショ
ン能力・言語（英、中、韓、その他）運用能力」と「異文化理解／対応能力」を高めて卒業できる。
② 短大での学びをベースに、例えば自分たちが暮らす地域で、「卒業生」と「（労働力不足で、こ
れから増えるだろうと予想される）外国人労働者」が協力して働くことができ、「外国人顧客」
や「（外国の言語や文化に不慣れな）日本人顧客」にスムーズに対応ができるようになり、地域
を支える人材になれることを期待する。
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